
































































































































































NISSAN に加え、現地自主ブランドの VENUCIA の３つ
のブランドを展開、販売価格も約４万元から15万元のモデ
ルラインナップを揃えており、世界でも類を見ない。ま
た、2012年４月から展開している中国自主ブランドの「启
辰（VENUCIA）」は中国人だけで商品企画・デザイン、
設計開発・製造・販売を行ない、２年間で約20万台を販売
している。
　更に環境問題から電気自動車の需要が増え続けており、
2014年中国全メーカーの電気自動車販売台数は45,000台
で、日本の２倍以上である。東風日産も2013年から電気自
動車を現地生産し、VENUCIA ブランドで販売している。
　以上のような商品戦略に加え、地域密着型のものづくり
を更に加速するため、人財育成を重視し、デザインセン
ター、先進工程技術センター、企業大学を2015年度中に完
成する予定である。
８ 　最後に
　中国の自動車メーカーは40社以上、ブランド数は90以上
あると言われている。
よってトップブランドの自動車会社のシェアでさえ12％前
後、日系合弁会社は６％前後と熾烈な競争になってきてい
る。
　今後は環境問題に対応する省エネルギーカー、多彩なバ
リエーションの商品、欧米と同等以上の安全性能が継続し
て要求され、これに追従できないメーカーは淘汰されるで
あろう。
　よって現地化と本社機能のガバナンスのバランスをとり
ながら、中国のパフォーマンスをリスペクトした上で日本
の役割を明確にしてゆく戦略が求められる。
図８　中国自主ブランド　VENUCIA
